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令和５年１月 経営経済動向調査結果（要約） 

宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会 

宇城久地域ビジネスサポートセンター（宇治商工会議所・城陽商工会議所・久御山町商工会） 

 

 宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会では、景気動向を把握するために、宇治・城陽・久御

山区域内に有する企業を対象にアンケート調査を行った。 

 今回は、令和４年７月～１２月期実績と、令和５年１月～６月期予測についての調査を本年１月に実

施。５１８社から回答（回答率５１．８％）を得た。 

 

１.業界の景気 

各企業が感じる“業界の景気”状況を全体的にみると、令和４年下期実績ＢＳＩ値は▲６．５と前回実績調査の▲

８．１に比べて１．６ポイント回復しており、予測値▲８．３の悪化よりもマイナス幅が小さい結果となった。業種別に

みると、飲食業が前回実績調査より９．１ポイント大きく回復しているが、卸・小売業、運輸・通信業、建設業は前回

実績調査より悪化した結果となった。規模別では、Ｂ規模企業は１．５ポイントの回復となった。Ａ規模企業は予測

値が５．４であったが、実際は▲０．５のマイナス値となった。 

業界の景気 
令和 4年1月～6月 令和４年７月～１２月 令和５年１月～６月 

実  績 予  測 実  績 予  測 

項 目 

 

業 種 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

上 

 

昇 

下 

 

降 

Ｂ 

Ｓ 

Ｉ 

全 業 種 22.1 38.3 ▲8.1 22.4 38.9 ▲8.3 24.3 37.2 ▲6.5 18.6 36.3 ▲8.9 

 製 造 業 24.9 35.8 ▲5.5 25.5 30.0 ▲2.3 28.8 35.4 ▲3.3 21.3 33.8 ▲6.3 

 

卸・小売業 20.0 47.1 ▲13.6 14.4 56.5 ▲21.1 18.8 48.2 ▲14.7 18.1 50.6 ▲16.3 

飲 食 業 14.7 41.2 ▲13.3 24.2 42.4 ▲9.1 29.2 37.5 ▲4.2 22.9 39.6 ▲8.4 

運輸・通信業 25.0 33.3 ▲4.2 33.3 25.0 4.2 28.6 42.9 ▲7.2 21.4 42.9 ▲10.8 

建 設 業 21.4 35.7 ▲7.2 14.3 46.5 ▲16.1 13.2 36.8 ▲11.8 6.0 32.8 ▲13.4 

サービス業 19.1 38.3 ▲9.6 26.1 43.5 ▲8.7 22.0 27.1 ▲2.6 18.3 26.7 ▲4.2 

Ａ規模企業 27.7 33.7 ▲3.0 34.9 24.1 5.4 26.0 27.0 ▲0.5 25.0 26.0 ▲0.5 

Ｂ規模企業 20.8 39.5 ▲9.4 19.2 42.6 ▲11.7 23.9 39.6 ▲7.9 17.0 38.8 ▲10.9 

（注）ＢＳＩ値とは、企業経営者の景気全般の見通しについて、強気、弱気の度合を示すもので、プラスならば「強気」 

「楽観」、マイナス（▲）ならば「弱気」「悲観」を意味する。 

   算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引きし、２分の１を乗じて計算する。 

   またＡ規模企業は従業員２０人以上の企業で、Ｂ規模企業は１９人以下の企業。 

 

２.企業経営動向 

・生産高又は売上高 

全業種の令和４年下期実績ＢＳＩ値が▲２．４で、前回実績調査の▲７．４に比べて５ポイントのプラスとなり、予測

値以上の数値改善がみられた。業種別にみると、製造業でプラスに転じ、運輸・通信業で１３．１ポイント、飲食業

において９．９ポイント回復するなど、マイナス値であっても、１桁台に収まっている。規模別では、Ａ規模企業は前

回からプラス値にあり、６．２ポイントの増加、Ｂ規模企業は４．７ポイント回復という結果になった。 
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・仕入価格 

全業種の“仕入価格”をみると、令和４年下期実績ＢＳＩ値は▲３７．１という結果であった。業種別にみると、建設

業のみＢＳＩ値が１．９ポイント改善、その他の業種は悪化しており、運輸・通信業が５．９ポイント減少しており最も苦

しい状況にある。規模別では、Ａ規模企業は３．９ポイント、Ｂ規模企業は０．８ポイント悪化。業種や規模を問わず、

仕入価格高騰の影響を受けている状況が窺える。 

（※本項目のＢＳＩ値は「価格上昇」を「悲観」としマイナス） 

・借入 

“借入”について、全業種の令和４年下期実績ＢＳＩ値は▲０．１という結果であった。業種別にみると、プラス数

値となったのは製造業、卸・小売業であり、その他の業種は０かマイナス数値となっている。前回実績調査でプラ

ス数値となっていた運輸・通信業は、今回▲２３．１と借入増加企業が増えた結果となった。規模別では、Ａ規模

企業は借入減少よりも増加が上回り１．３ポイント減少、Ｂ規模企業は１．０ポイント増加で借入減少となった。 

（※本項目のＢＳＩ値は「金額増加」を「悲観」としマイナス） 

・雇用 

“雇用”について、全業種の令和４年下期実績ＢＳＩ値は▲３．１で、前回実績調査のプラス値から３．２ポイント減

少しマイナス値となった。業種別にみると、全ての業種でマイナス値となっているが、卸・小売業、運輸・通信業で
改善がみられる。規模別では、Ａ規模企業が０．６ポイントの増加に対し、Ｂ規模企業が４．２ポイントの減少という

結果となった。 

 

３.当面の経営上の問題点 

全企業で最も多い回答は前回に引き続き「原材料価格高」で、６１.８％という結果となった。業種別

にみても前回同様、製造業、卸・小売業、飲食業、建設業において、問題点の１位として挙げられてい

る。ついで「売上・受注不振」が４２.３％、「求人難」４０.０％、「人件費の高騰」２９.０％の順にな

っている。 

 

４．セミナーを開催する場合、どのセミナーを希望されますか 

複数回答で４５９件のいただいた回答の中で、１位が「販路開拓」で１１２社（２４．４％）と最も

多く、２位が「インボイス制度」で１０８社（２３．５％）と１００社を超えている。３位が「働き方

改革」、４位が「ＤＸ推進」、５位が「経営計画作成」となった。一方、「その他」の回答として「確定拠

出年金について」、「補助金、助成金について」、「新卒採用や求人、人材育成について」、「BCP策定支援」、

「原価計算簿記について」、「SNS活用について」、「M＆Aについて」などが挙げられている。 

 

５．円安・原油高の状況下、現在取り組み中、または今後実施したい取り組みについて  

複数回答で６２１件のいただいた回答の中で、最も多い回答は「国内販路開拓」で１８３社、回答事

業者の４５．２％が選択している。ついで「新分野への進出」の１２４社（３０．６％）、「省エネ設備

へ変更」が１０５社（２５．９％）、「円安影響による仕入先開拓」が４４社（１０．９％）という結果

になり、取引先拡大に関する項目が上位にあがった。一方で「海外販路開拓」は３２社（７．９％）、「外

国人観光客への対応強化」は２０社（４．９％）、「海外営業所増加」２社（０．５％）というように、

海外への取り組みには消極的となっていることが窺える。 


